
２ の と 治 の 羽咋市「 ジ ト」 

 

  

 めに 

 羽咋市と 大 、 年度に続 て 年度 「 ジ ト」の活動

に ん 本 で 、 の 状・ 、 よ 策に る「 と

」の課題を 理し で、羽咋市に る を ・ する  

 

１ と の  

１ １ の 状 

 、生活して で 可 な活動の と で る の の生活

が で な ば生 で な  

 しかし、経 、 の「 民」が して る とを して

（経 「地域生活インフラを る流 の 研究会」報告 年）  

 の 年の ータで 「 年に る ア セス 、全国で

と推 、全 の で 」 年から 年の推

を ると、 大都市 での総 の が で して 、

「地 」での を大 回 の地域 「 民」問題の論 の と

で る  

 民の  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 「 ア セス の推 果の公 推 果 会の開催に

て」 年 日 

 

 が「 民」なのか  

 経 の公 イト「 策 に て」で 、「 等

を とし 流 能 交 の 等の な理 によ 、日 の 会が に
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な 状況に か て る 」との が る 的に 「生 （ 果、

）を を とし から （ の 的 動

可能 ）の に する らしの の 」 「 マ

ニュア  」 年  

 の公 イト「 ア セス（ 等）問題の 状に て」で

、「 ア セス と 、 で か 動 を 用 来

な の 」と して る  

 の からすると、 用 が 用で な とが「 民」が生 る

な で 、 からの 年 と 、「マイ ー」に大

ると る  

 「 」が発生する諸 を「 用 の 用に 生活環境 成

」と 理で る  

 

１ ２ が になる  

 の な 、 のよ に 理で る  

ータリ ーシ ン 動  

 の大 とと に都市 が 域 し、 が に 地し、 市 地の が

 

の 動  

 の進行、 によ 、 へのア セス 、 、公共交

な となる 民が  

都市  

 都市 への 動によ 、 都市地域の が生 るとと に、 域 し 都市

で 、 なる 度 地理的 によ て が発生  

 

１ ３ 諸 の関  

 の の関 を にする め、 を し し 検討する  

 「 に 用する 」の歴史的推  

 のアンケート 年、 を によ ば、「 に 用する 」

の 、「 で する 動 」 、 年 、 年 、 年

と大 し のに し、「 ス」 年 、 年 で して る  

 「 で する 動 」の 別・地域別・年 別の  

 「 で する 動 」 全 で が、 別で ると、 、

と大 な が る  

 地域別で 、大都市 、 都市 、 都市 、  と、大都市

での が な て る  

 「年 別 別」で ると、 で 年 別に、

、とな て るのに して、 で 、

で る ータから 、
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での の が で る  

 を すると の が で る  

別で大 な が する し 年 に かな する  

地域 が で る 都市規模が なる が  

「 都市・ 」の が 、すな 「 動に らな 」で る と、

的に「 都市・ 」 「 動が 」と推 で る スし ータ

て な  

 の とから、 来 「 都市・ 」に て 動の と 問題がよ 一

になる とが る 「 で する 動 」の が 用 への

度が 地域で る「 都市・ 」に て、 来を し 策を、

別 考 に て構 する とが で る でな 、「 しな 」

への めら る  

 

１ ４ の  

 と （ リ  

 動の が すと、 度が し「動かな 」状 に る が 状

に し、 らに が になると 環に る  

 で と リ の関係の研究が なか の の研究が「 に生

る めに な」 動 院な に を てて と 、 で

が リ から る が で る とを し め と るよ にな

 

 

リ とイ リ  

 交 よ で る リ が ら る て る リ と

「可動 、 動 、流動 」を するが、 行、 、 用 、公共交 な

な で「 動する能 」を して る に、イ リ 「動かな ・動 な

状 」を する  

 リ の の に る  

への  

 の 動に関する政 ・ 治 の政策 、 で 全 、 リアフリー、

な に して の の 問題を考 ると、 を る

で イ リ に る とが 視 て  

社会的  

 リ が すると「 が て る」との が生 る  

 し が て、 を めとする 民の リ を める とが、 と社会的

なが に を るので る  

 

リ に する  

 諸 、 の に 理で る  
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的  

 都市の規模、地域の 度、 交 へのア セスな で る

度が 、 公共交 関の発 し 大都市 の 民 リ が なる  

用  

 用 の 用 動を す  

社会的 リー 

 「 成 ・ 生」に ると、「 ・ 」 イ リ に る

か か「 回 」かで リ に が る イ リ が な

る 用 用 用と とと に するが、 に公共交 、未成年 、 、

、 が 、 民、都市生活 の で る  

個 的  

 生活スタイ 、生活 、 状 、 能な の個 的な リ に

する  

 

 と交流を す  

 リ と 、 の の政策 な て る 治 の政策 、

を 、イ リ に す への へ視 を て

が る 政策 、 に 、 民全 の リ を める のと

す で る  

 策に ー ス アー）、 ・ 市開 、 動 ・

市、 ー スな が る  

 を すと 果から考 ると、公共交 の の マン 交

アー、 の な が 果が大 策で ると る  

 に の 、 市 開 で る らと ると、 動 個別訪問）

ー ス、 行 用 ）な 進策として 果が  

 ん 策 、コスト 用 の 考 る 行政のコストの

から ると、 動 への が 、 用 の で 、「で

が 理が で 」 ー スが 用し と る らに 生活・

ランスの で 、 ー ス 、 で 理する ・ への に

る よ て るか し な  

 

 、 の 状と 策に る と の の を 理し

を て、 で羽咋市の「 ジ ト」に て ・ する  

 

 

２ 羽咋市の ジ ト： 年度の  

２ １ ・生活 の  

 年度の の として、「 な 」となるよ な 的

な「 」 「 マ シ 」の を、市 の一 宮地 で公民 を会 に
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め 日  

 の 的 「生活 の が ら る」 、 地域に

「市民への生活 」で 、「 によ の 地域に る 合 、

地元 の による地域包括ケアンの推進を る」 のと ら  

 、 ジ トの議論に して 市民 の

課・ のメン ーに て、市 同 合、地 生活 議 一 宮 の

が し 羽咋市が 催、 合と 議 が共催とな  

 開催に て市 が、 会 が への か 、 民への な の

か 、地域生活 議 への 、 への か 、 ーム ージ、 レ ・ で

の 、ポッ ・の ・ らしの 成、地 での らし 、な な活動を行

 

 回 日に し 、市 同 合の 、 よ の 「のと 」

で の を し 、 ン、 、 、 、 、

な の かに、 、生 な な のにな  

 

２ ２ 用 アンケートに る成果と課題 

 用 のアンケートで 、一 宮地 からの来 度 交

、 に して、「 の 」 で 用 の年 を ると、

で 、 が か の年 、 、

、 、 、 、とな て る  

 「マ シ 」を か 、 らし 、「 」 で 、 らしの大

な 果が で るとと に、 的開催で 用 が める とを して る  

 で 、 が第 、 で ・ 、 ンの にな 生

を 、 で の 果の を するとと に、 用 が

し のと、 の構成を考 て が の課題で  

 アンケートで 、同 の が ならな よ にし が 、 ・ を

か す 、 開催の が し す 、な の課題  

 

に 

 全国的に ると、 治 による の活動 、 に て る のの、

経 の「 成 年度 関 度一覧」で 、 を「 」にし

な とが かる 市 の 一覧に 、公共交 関

の が て る 、 に に関し 度で 、 ー

ス 動 への 度が で る  

 のよ な 状を ると、羽咋市に る ジ ト 、 ばか で るが、

「 」の課題に んで る な活動と る  

 

 羽咋市に る の 、 視 から て るのが で

る に て る に生活 を る と でな 、 と の関
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係に して る が の か になる と、 の 民の交流と

合 が と て る と、が で る  

 、 が地元 の で行 と が る の 、羽咋の「

ジ ト」の会議に、 関係の課・ でな 、総務な の が

して議論を続 果で  

 らに、「地域包括ケア」の と して、 民 地域生活 議 のメン ー）

と して によ て の地 での に議論に なが て とが

で る  
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